
令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

……

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

相手に心を伝える形にはどのような
ものがあるでしょうか。

①おじさんに挨拶をしなかった「わ
たし」の気持ちについて考えましょ
う。

②山で自分から挨拶ができた時の
「わたし」の気持ちについて考えま
しょう。

かんが
えよう

③おじさんに挨拶ができた時、「わ
たし」はどのようなことを感じたで
しょう。

多面
的・多
角的

主人公の挨拶に対する考え方の変容
をもとに、友達との話し合いを通し
て、誰に対しても礼儀正しく心のこ
もった挨拶をすることのよさについ
て、自分の考えを広げている。

みつめ
よう

④挨拶を通して相手を尊重する気持
ちを伝えるためには、何が大切で
しょう。

自己と
つなげ
る

誰に対しても、礼儀正しく心のこ
もった挨拶をしようとすることにつ
いて、自分の体験とつなげて考えを
深め、これからの生活に生かそうと
している。

教師の説話を聞く。

バイキングに行ったことはあります
か。

①バイキングに並んだごちそうを前
に、お母さんに注意された時、優一
はどんなことを考えていたのでしょ
う。

②おなかが痛くなった時、優一は何
を思ったでしょう。

かんが
えよう

③自分が残した料理のことを考えた
優一は、どのようなことを思ったで
しょう。

多面
的・多
角的

コックさんの様子から、自分の行動
の結果に気付いた優一の心の変容に
ついて話し合うことを通して、節度
を保つことの大切さについての考え
を広げている。

みつめ
よう

④「好きなだけどうぞ」と言われた
時、何を考え、どう行動すべきで
しょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や感じ方に照らして、自
らを節制し、節度を保つことについ
ての考えを深め、快適な生活をおく
ろうとする意欲を高めている。

自分の生活を振り返って、「まな
び」p.10の下の表に、書き込んで
みましょう。

これまで、どのような気持ちで委
員会活動に参加してきましたか。
ノートなどに書いてみましょう。

①３年生の時の美化デーで「わた
し」はどんな気持ちで掃除していた
のでしょう。

②学校を訪れる人がきれいな学校を
見てびっくりする様子を見た「わた
し」はどんな思いになったでしょ
う。

かんが
えよう

③迷わず美化委員会を希望した「わ
たし」の思いについて考えましょ
う。

多面
的・多
角的

主体的に委員会活動に取り組む６年
生の姿から、その役割を受け継ごう
としている「わたし」の思いについ
て、友達と話し合い、学校生活にお
ける高学年としての役割についての
考えを広げている。

みつめ
よう

④自分たちの学校の誇りを受け継ぐ
ために、自分が果たすべき役割につ
いて考えましょう。

自己と
つなげ
る

学校の集団生活における自己の役割
を自覚し、責任を果たすことについ
て、自分の体験や考えと照らし合わ
せながら深く考え、生活に生かそう
としている。

これから、どのような気持ちで委
員会活動に参加していこうと思い
ますか。ノートなどに書いてみま
しょう。

発問・学習活動 評価

6 23

10 11

14 37

節度のある生活 バイキングの時に優一が
取った行動と結果につい
て考えることを通して、
自らを節制し、節度ある
快適な生活をおくろうと
する態度を養う。

心を伝える 山のマナーを知った主人
公の心の変容について考
えることを通して、誰に
対しても、礼儀正しく心
のこもった挨拶をしよう
とする態度を養う。

4

4

4 よりよい学
校生活、集
団生活の充
実

先生や学校の
人々を敬愛し、
みんなで協力し
合ってよりよい
学級や学校をつ
くるとともに、
様々な集団の中
での自分の役割
を自覚して集団
生活の充実に努
めること。

3 今度はわたした
ちの番

校風を受けつぐ ６年生が委員会活動に取
り組む様子から、学校の
よさに気付き、それを受
けつごうとする「わた
し」の姿を通して、高学
年としての役割を自覚し
責任を果たそうとする態
度を養う。

礼儀 時と場をわきま
えて、礼儀正し
く真心をもって
接すること。

1 あいさつの力

節度、節制 安全に気を付け
ることや、生活
習慣の大切さに
ついて理解し、
自分の生活を見
直し、節度を守
り節制に心掛け
ること。

2 ごちそうの向こ
うに

学校の授業以外での学習が可能と考えられる教材　　※学校の授業以外での学習として設定したい活動は、赤字で示しています。

○本資料は、小学校「特別の教科　道徳」の年間指導計画において、「学校の授業以外での学習が可能と考えられる教材・学習活動」についての参考資料となります。
○基本的な考え方としては、学習指導要領に掲げられた同一の内容項目に対して、教科書で２教材を用意しているものについては、そのうちの１教材を挙げています。
○なお、「感染症対策の観点から、指導順序を変更することが考えられる教材・学習活動」については、該当する教材等はありませんので、示していません。
○本資料は、各学校の状況によって、年度当初に予定していた学習内容の指導を、本年度中に終えることが困難な場合に、学校における学習活動を重点化する際の参
　 考資料としてご活用ください。
　 そのうえでなお、学習内容を年度内に終えることが困難な場合は、年度内に全ての内容項目を取り上げることを念頭に、次年度に送る等の対応も考えられます。各学
　 校の状況に応じて、適切にご判断ください。なお、次年度に送る場合には担当教員間の引継ぎにご配慮ください。

5年

年間指導計画参考資料（小学校　特別の教科道徳）

B

A

C

1 学校図書株式会社



令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

「おもてなし」とはどんなことだ
と思いますか。ノートなどに書い
てみましょう。

①紅茶と日本茶をおいしく飲むため
のゴールデンルールを知った「ぼ
く」はどう思ったでしょう。

②ホストファミリーにおいしいお茶
を飲んでもらいたかったという、お
姉さんの言葉を聞いた「ぼく」は、
どのようなことを思ったでしょう。

かんが
えよう

③「ぼく」は、なぜ「ゴールデン
ルール」が、お茶をおいしくいれる
ためだけのものではないと考えたの
でしょう。

多面
的・多
角的

「ゴールデンルール」を巡って「ぼ
く」が考えたことについての話し合
いを通して、国際親善のために互い
の文化を知り、尊重するための在り
方について、考えを広げている。

みつめ
よう

④あなたは他国の人に、日本の文化
をどのように伝えたいですか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方に照らして、互
いの文化を知り、尊重し合い、進ん
で国際親善を行おうとする意欲を高
めている。

あなたが、よく知りたいと思って
いる他国のことはどんなことです
か。また、他国の人にぜひ知って
もらいたい日本のことは、どんな
ことですか。ノートなどに書いて
みましょう。

友達同士のすれちがいはどのような
時に起きるのでしょう。

①広場でえり子さんを待っているよ
し子さんは、時間が経つにつれてど
んな気持ちになっていたでしょう。

②全速力で走ったえり子さんは、ど
んなことを思っていたでしょう。

かんが
えよう

③よし子さんとえり子さんが、お互
いの気持ちを伝え合うにはどうした
らよいでしょうか。

多面
的・多
角的

相手の立場や気持ちを考えることの
大切さを、よし子とえり子の両方の
立場に立って考え、友達と話し合う
ことを通して、自分の考えを広げて
いる。

みつめ
よう

④気持ちが相手とすれちがってし
まったとき、相手を受け入れられな
いときには、どのような気持ちをも
つことが大切でしょう。

自己と
つなげ
る

相手を理解するには何が必要か、ま
た、相手の立場に立つとはどういう
ことかについて、自己の体験や考え
方と照らして考えを深め、生活に生
かそうとしている。

教師の説話を聞く。

「使命を果たす」とはどんなことだ
と思いますか。

①電車に残る決断をした時の車掌さ
んの思いについて考えましょう。

②今まで以上に鉄道員の使命につい
て考えるようになった車掌さんの思
いについて考えましょう。

かんが
えよう

③運転士になって4年ごしに石巻に
たどりついた「わたし」はどのよう
な気持ちだったでしょう。

多面
的・多
角的

自分の使命を果たそうとする車掌さ
んの姿や思いについて、友達との話
し合いを通して、勤労が社会生活を
支えるものであることについての考
えを広げている。

みつめ
よう

④社会のために、自分がこれからで
きること、やるべきこと、やりたい
ことについて考えましょう。

自己と
つなげ
る

働くことの意義や社会に役立つこと
の喜びについて、自分の体験や感じ
方と照らして考えを深め、生活に生
かそうとしている。

教師の説話を聞く。

17 41

20 27

24 33東日本大震災の中、自分
の使命を果たした車掌さ
んの姿を通して、勤労が
社会生活を支えるもので
あることについて考え、
社会の役に立とうとする
実践意欲と態度を養う。

C 勤労、公共
の精神

働くことや社会
に奉仕すること
の充実感を味わ
うとともに、そ
の意義を理解
し、公共のため
に役に立つこと
をすること。

6 命を預かる鉄道
員の使命

使命を果たす

相互理解、
寛容

自分の考えや意
見を相手に伝え
るとともに、謙
虚な心をもち、
広い心で自分と
異なる意見や立
場を尊重するこ
と。

5 すれちがい 相手の立場に立
つ

よし子とえり子それぞれ
の立場に立って考えるこ
とを通して、相手の立場
や気持ちを考え、過ちを
許そうとする態度を養
う。

国際理解、
国際親善

他国の人々や文
化について理解
し、日本人とし
ての自覚をもっ
て国際親善に努
めること。

4 ゴールデンルー
ル

もてなす心 紅茶と日本茶の淹れ方と
いう文化の違いから、互
いの文化を知り、尊重す
ることの大切さに気付い
た主人公の姿を通して、
他国への理解・関心を深
め、進んで国際親善を行
おうとする態度を養う。

5

5

5

C

B

2 学校図書株式会社



令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

今までに、「温かい言葉だな
あ。」と思ったのは、どんな言葉
でしたか。ノートなどに書いてみ
ましょう。

①トラックの後ろを自転車で走って
いた「わたし」はどんなことを考え
ていたのでしょうか。

②トラックが急に止まった時、「わ
たし」はどう思ったでしょうか。

③運転手さんの「悪いけど」という
言葉を聞いたときの「わたし」はど
んな気持ちになったでしょうか。

かんが
えよう

④大きく手を振り続けていた「わた
し」は、どのようなことを考えてい
たのでしょう。

多面
的・多
角的

運転手さんのひとことで変わった私
の気持ちを話し合う活動を通して、
相手を思いやるだけでなく、そうし
た思いを言葉や親切な行為で伝えて
いくことが大事であることについ
て、考えを広げている。

みつめ
よう

⑤相手の気持ちや立場を考えて、思
いやりのある行動をするためには何
が必要でしょうか。

自己と
つなげ
る

自分の体験に照らして、相手を思い
やるだけでなく、それを言葉や親切
な行為で伝えていくことの意義につ
いて考え、進んで生活の中に生かそ
うとしている。

友達が、荷物を持って、まだ小さ
い弟と一緒に大通りを渡ろうとし
ています。あなただったら、どん
なことをしたり言ったりします
か。ノートなどに書いてみましょ
う。

「まなび」p.28の写真は何を示して
いるのでしょう。

①（山の礼儀を知らないものは、山
に来なければいい。）思った「わた
し」について考えましょう。

②父親の言葉を聞いてハッとした
「わたし」はどんなことを思ったの
でしょう。

かんが
えよう

③男の子と目が合い、にっこりした
「わたし」はどのようなことを思っ
たのでしょう。

多面
的・多
角的

「わたし」の気持ちが、親子連れの
行動を見て変化した様子について、
友達との話し合いを通して、公共の
場におけるきまりを守ろうとする在
り方についての考えを広げている。

④口笛を吹きながら山を下りる「わ
たし」は、どんなことを思っていた
のでしょうか。

みつめ
よう

⑤公共の場所で気を付けることにつ
いて考えましょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や価値観と照らして、公
共の場におけるきまりを守ることの
意義について深く考え、自分の生活
に生かそうとしている。

「まなび」p.28について考えてみま
しょう。

自分に任されている家事の手伝い
や動植物の世話などについて、ど
んなことを心がけていますか。
ノートなどに書いてみましょう。

①毎日のように水槽にぶつかってい
るマメちゃんを見て、「ぼく」はど
んなことを考えたでしょう。

かんが
えよう

②マメちゃんを放す準備をしている
時の「ぼく」の判断の理由について
考えましょう。

多面
的・多
角的

「ぼく」の判断とその行動につい
て、友達との話し合いを通して、責
任の伴った判断をすることについて
の考えを広げている。

③なぜ「ぼく」は「マメちゃん、ご
めんな。」と言ったのでしょう。

みつめ
よう

④責任ある行動をとるためには、何
が必要でしょう。

自己と
つなげ
る

自律的に判断し、責任ある行動をと
ることについて、自己の体験や価値
観、考え方と照らしながら、深く考
えている。

自分に任されていることについ
て、これからどんなことを心がけ
たいと思いますか。ノートなどに
書いてみましょう。

28 19

30 29

32 7

山で出会った親子連れの
行動と、それによって変
容した「わたし」の気持
ちを考えることを通し
て、公共の場におけるき
まりを守ることの意義を
考え、自分の義務を進ん
で果たそうとする態度を
養う。

A 善悪の判
断、自律、
自由と責任

自由を大切に
し、自律的に判
断し、責任のあ
る行動をするこ
と。

9 マメちゃんの幸
せ

責任ある行動 「ぼく」の判断とその行
動について考えることを
通して、本当に「よいこ
と」とは何かを考え、自
律的に判断する力を養
う。

C 規則の尊重 法やきまりの意
義を理解した上
で進んでそれら
を守り、自他の
権利を大切に
し、義務を果た
すこと。

8 ふくらんだ
リュックサック

ルールとマナー

B 親切、思い
やり

誰に対しても思
いやりの心をも
ち、相手の立場
に立って親切に
すること。

7 運転手さんのひ
とこと

温かい言葉 運転手さんの言葉による
主人公の気持ちの変容を
考えることを通して、誰
に対しても相手の立場を
思いやる心がともなった
親切な行為を実践しよう
とする意欲と態度を養
う。
運転手さんの言葉で変容
した主人公の気持ちを考
えることを通して、誰に
対しても相手の立場を思
いやろうとする意欲と態
度を養う。

6

6

6

3 学校図書株式会社



令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

マリアン・アンダーソンのことに
ついて、読んで考えましょう。

①マリアンは、どんな気持ちで音楽
学校に願書を出しに行ったのでしょ
う。

②「この学校は、黒人を入学させま
せん。」と言われたマリアンはどの
ようなことを考えたでしょう。

かんが
えよう

③コンクールに出場し続けるマリア
ンの思いについて考えましょう。

多面
的・多
角的

不当な扱いに屈することなく、自ら
の才能で社会正義を実現させようと
するマリアンの姿について話し合う
ことを通して、公平、公正であるこ
との価値についての考えを広げてい
る。

みつめ
よう

④社会正義を実現させるために大切
なことは何でしょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や価値観と照らして、差
別や偏見のない、公正、公平である
社会正義の実現についての考えを深
め、これからの自分の在り方に生か
そうとしている。

差別や偏った見方をしないため
に、自分自身はどんな見方や考え
方をすればいいと思いますか。考
えたことを書いてみましょう。

点字の文字を見てみましょう。

①ブライユ少年は、どんな気持ちで
点字を勉強していたでしょう。

かんが
えよう

②ブライユ少年は、どのような思い
で点字の研究をしていたのでしょ
う。

多面
的・多
角的

現状を改善するために、疑問や分か
らないことを探究しようとするブラ
イユの思いについて話し合うことを
通して、真理を探究しようとする在
り方についての考えを広げている。

みつめ
よう

③普段の生活の中で気付いたことに
ついて、よりよくするための工夫を
考えてみましょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方とつなげて、疑
問や分からないことを探究し、これ
からどう生かしていくかについての
考えを深め、生活に生かそうとして
いる。

教師の説話を聞く。

あなたは今、将来に対するどんな
夢をもっていますか。ノートなど
に書いてみましょう。

①吉田沙保里選手は子供の頃、どん
な思いで毎日厳しい練習と勉強を続
けていたのでしょう。

②連勝が途切れてしまったとき、吉
田沙保里選手はどんなことを思って
いたのでしょう。

かんが
えよう

③オリンピックで三連覇を達成した
時、吉田沙保里選手はどのようなこ
とを考えたでしょう。

多面
的・多
角的

三連覇を達成した吉田沙保里さんの
思いについて話し合い、夢の実現の
ために目標を立て、努力を続ける在
り方についての考えを広げている。

みつめ
よう

④夢の実現のために、どのようなこ
とを心がけたいと思いますか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や感じ方と照らし合わせ
て、自分の夢の実現のために目標を
立て、努力を続ける意義についての
考えを深め、自分の生活に生かそう
としている。

まなびp.14の絵を見ましょう。あ
なたは夢に向かって、どのあたり
にいますか。そこにいる自分に
言ってあげたいことを、ノートな
どに書いてみましょう。

36 31

40 17

44 15努力を続け、「今」を
しっかり生きる吉田沙保
里さんの姿から、自分の
夢の実現のために目標を
立て、努力を続ける態度
を養う。

A 希望と勇
気、努力と
強い意志

より高い目標を
立て、希望と勇
気をもち、困難
があってもくじ
けずに努力して
物事をやり抜く
こと。

12 今しかできない
ことをがんばっ
て！

夢を実現するた
めに

人種差別に対し、自らの
才能によって乗り越えた
マリアン・アンダーソン
の生き方について考える
ことを通して、差別や偏
見に向き合い、社会正義
の実現について考えよう
とする実践意欲と態度を
養う。

A 真理の探究 真理を大切に
し、物事を探究
しようとする心
をもつこと。

11 見えない人に幸
せを

あくなき探究心 ブライユ少年の点字開発
までの道のりを知ること
を通して、小さな発見か
ら自分や周りの人々の生
活の改善に寄与していこ
うとする態度を養う。

C 公正、公
平、社会正
義

誰に対しても差
別をすることや
偏見をもつこと
なく、公正、公
平な態度で接
し、正義の実現
に努めること。

10 マリアン・アン
ダーソン

差別を乗りこえ
て

6

7

7
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令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

確かめたり考えたりせず、その場の
思いつきや思い込みで行動してし
まったことはありますか。

①あやしい男の人を見かけた「ぼ
く」と幸太はどのようなことを考え
て行動に移したのでしょうか。

②怪しい男の人の正体を知った「ぼ
く」はどのようなことを考えたで
しょう。

かんが
えよう

③「ぼく」と「幸太」は行動する前
に何を考えるべきだったのでしょ
う。

多面
的・多
角的

勇介と幸太の判断と行動についての
話し合いを通して、危険な事態に陥
らないために気を付けるべきことに
ついての考えを広げている。

みつめ
よう

④自分や周りの人の安全を守るため
に、普段からどのようなことに気を
付けたいですか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や感じ方に照らして、安
全を守るために気を付けることにつ
いて深く考え、安全な生活をおくろ
うとする意欲を高めている。

「まなび」p.10のチェックシートで
自分の生活を振り返りましょう。

「自然」という言葉からどんなこと
を思い浮かべますか。今日は、「自
然と接する」ということについて考
えていきましょう。

①遊歩道わきの草むらに腰を下ろし
た時、勇はどんなことを考えていた
でしょう。

②チングルマがマッチ棒ほどの太さ
になるために10年もかかると知った
時、勇は何を考えたでしょう。

かんが
えよう

③「一ふみ十年」という言葉を松井
さんから聞いた時、勇はどのような
ことを考えたでしょう。

多面
的・多
角的

勇が、自分の不注意で起こしたこと
から考えた、自然のすばらしさや自
然環境を守ることの大切さについ
て、チングルマの様子や「一ふみ十
年」という言葉から捉えたことを友
達と話し合い、自分の考えを広げてみつめ

よう
④わたしたちは、どのような考えを
もって自然に接したらよいと思いま
すか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、自
然環境を守ることの大切さについて
の考えを深め、自分ができることを
しようとする意欲を高めている。

教師の説話を聞く。

大相撲を見たことがありますか。土
俵を造る呼出しの話を読んで、伝統
を受け継ぐ人たちの姿を見ていきま
しょう。

①土俵を全て手作業で行うことにつ
いて、呼出したちはどのように思っ
ているのでしょうか。

②できあがった土俵を取り囲み、一
瞬眺め、無言で去っていく時の呼出
したちは、どのようなことを考えて
いたでしょう。

かんが
えよう

③「呼出し」たちは、どのような思
いで土俵を造っているのでしょう。

多面
的・多
角的

土俵築の伝統を守る「呼び出し」
の、土俵を造るその姿と思いについ
ての話し合いを通して、伝統を受け
継ぎ支えることについての考えを広
げている。

みつめ
よう

④伝統文化をかげで支える人たち
は、どのような思いで守り、受け継
いでいるのでしょうか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、日
本の伝統や文化を受け継ぎ発展させ
ることについての考えを深めてい
る。

どのような日本の伝統や文化を大
切にしていきたいと思いますか。
ノートなどに書いてみましょう。

50 11

54 45

58 39

松井さんの話を聞き、自
分の行動を振り返る勇の
姿を通して、自然の仕組
みや人間が自然環境に関
わる際の課題に気付き、
自然に対して謙虚に学ぶ
態度を養う。

C 伝統と文化
の尊重、国
や郷土を愛
する態度

我が国や郷土の
伝統と文化を大
切にし、先人の
努力を知り、国
や郷土を愛する
心をもつこと。

15 土俵を造る 伝統を受けつぐ 「呼出し」たちが土俵築
の伝統を守る姿から、日
本の伝統や文化を陰で支
える人々の思いについて
考えることを通して、日
本の伝統や文化を受け継
ぎ発展させていこうとす
る心情を育てる。

D 自然愛護 自然の偉大さを
知り、自然環境
を大切にするこ
と。

14 一ふみ十年 自然と接する

A 節度、節制 安全に気を付け
ることや、生活
習慣の大切さに
ついて理解し、
自分の生活を見
直し、節度を守
り節制に心掛け
ること。

13 たんていのつも
りが……

きけんから身を
守るには

勇介と幸太の判断と行動
から、危険な事態に陥ら
ないためには普段からど
んなことに気を付けるよ
うにしなければならない
かを考え、安全な生活を
おくろうとする態度を養
う。

9

9

9
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令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

学級の友達のよいところについて発
表しましょう。

①たかしや信夫にはやしたてられた
とき、一郎はどう思ったでしょう
か。

②「よけいなことをするな。さっさ
と帰れ。」と言われたすみ子は、ど
う思ったでしょうか。

③リレーで失敗したたかしを力付け
るすみ子を一郎はどう思ったでしょ
う。

かんが
えよう

④すみ子はどのような思いを込めて
一郎に「言葉のおくりもの」をした
のでしょう。

多面
的・多
角的

「言葉のおくりもの」に込められた
すみ子の思いを考える話し合いを通
して、男女に関係なく、互いに理解
し信頼し合う友情の在り方について
の考えを広げている。

みつめ
よう

⑤男女に関係なく、友達と仲よく過
ごすために大切なことは何だと思い
ますか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、友
達と仲よく過ごすために大切なこと
には、男女の区別はないことについ
ての考えを深め、生活に生かそうと
している。

「まなび」p.24を見ながら、自分の
周りにはどんな友達がいるのか、思
い出してみましょう。

サケのことで知っていることを、
ノートなどに書き出してみましょ
う。

①藩に訴え出た青砥武平治は、どの
ような思いがあったのでしょう。

②三面川にサケが戻ってくるように
なった時、漁師たちはどう思ったで
しょう。

かんが
えよう

③青砥武平治のことや、自然のつな
がりについて知った「わたし」は何
を思ったでしょう。

多面
的・多
角的

人間と自然や動植物とが共存するこ
との大切さについて、武平治の考え
や取り組みなどを知った「わたし」
の思いを話し合うことを通して、自
然環境との関わり方についての考え
を広げている。

みつめ
よう

④自然とともに生きるために、私た
ちに必要なものとは何でしょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、人
間と自然や動植物との共存の在り方
について考えを深め、自分ができる
ことをしようとする意欲を高めてい
る。

人と自然とが共に生きていくため
に、あなたはどんなことを心がけ
たいですか。ノートなどに書いて
みましょう。

ブータン王国はどんなところか見て
みましょう。

①ブータンへ派遣される知らせを受
けた時、西岡さんはどう思ったで
しょう。

②ブータンでの最初の二年間、西岡
さんはどのような気持ちでいたで
しょう。

かんが
えよう

③国王から「ダショー」の称号を贈
られた時、西岡さんは何を思ったで
しょう。

多面
的・多
角的

国際親善の在り方について、「ダ
ショー」の称号を贈られた西岡さん
の思いを話し合うことを通して、他
国の人とつながり、理解し合おうと
することの意義についての考えを広
げている。みつめ

よう
④さまざまな文化や伝統を尊重しな
がら、他国の人と親しくしていくた
めには、どのようなことを大切にし
ていけばよいでしょうか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や感じ方に照らして、他
国の人とのつながりを築くために大
切なことについての考えを深め、こ
れからに生かそうとしている。

「まなび」p.40を見ながら、教師の
説話を聞く。

62 25

66 45

70 41農業技術を通してブータ
ンの発展に力を尽くした
西岡京治さんの姿から国
際親善の在り方について
考え、進んで他国の人と
つながろうとする態度を
養う。

C 国際理解、
国際親善

他国の人々や文
化について理解
し、日本人とし
ての自覚をもっ
て国際親善に努
めること。

18 ブータンと共に 豊かさを学び合
う

一郎の気持ちやすみ子の
言動について考えること
を通して、男女が互いに
理解し、信頼し合い、協
力して学び合う真の友情
関係をもとうとする態度
を養う。

D 自然愛護 自然の偉大さを
知り、自然環境
を大切にするこ
と。

17 サケをよぶ森 自然と共に 村上の人たちの、サケを
守り育てようとする姿か
ら、自然や動植物との共
存の在り方を考え、持続
可能な社会の実現に努め
ようとする態度を養う。

B 友情、信頼 友達と互いに信
頼し、学び合っ
て友情を深め、
異性についても
理解しながら、
人間関係を築い
ていくこと。

16 言葉のおくりも
の

友情を深める

10

9

10
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令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

私たちの周りには、どんなルール
やマナーがあるでしょうか。ノー
トなどに書き出してみましょう。

①博人と良太とサッカーを続けてい
る勇紀はどのような気持ちだったで
しょう。

②女の子のお母さんに注意された
時、勇紀は何を考えたでしょうか。

かんが
えよう

③なぜ勇紀は父の顔を見ることがで
きなかったのでしょう。

多面
的・多
角的

父の顔を見ることができなかった勇
紀の気持ちについて、友達との話し
合いを通して、社会生活におけるき
まりを守る意義についての考えを広
げている。

みつめ
よう

④法やきまりは何のためにあり、な
ぜ守らなくてはならないのでしょ
う。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、社
会生活における法やきまりを守る意
義についての考えを深め、生活に生
かそうとしている。

社会の一員として、一人一人が大
切にしなければならないことは何
でしょうか。ノートなどに書いて
みましょう。

誠実であるとはどういうことかにつ
いて考えていきましょう。

①「きっとさ。きっと来るよ。」と
言った手品師はどんな思いだったで
しょう。

やって
みよう

②「手品師」になったつもりで「男
の子」、「友人」役の人と話し、手
品師の心の様子を考えましょう。

かんが
えよう

③男の子の前で手品を演じている
時、手品師はどのようなことを思っ
ていたでしょう。

多面
的・多
角的

約束を守って、男の子の前で手品を
演じている時の手品師の思いを考え
る話し合いを通して、自らに対して
誠実に生きることの大切さについて
の考えを広げている。

みつめ
よう

④「誠実」であることとはどういう
ことでしょう。

自己と
つなげ
る

自分自身に誠実に生きることについ
て、自分の体験や価値観と照らしな
がら、自分自身の在り方を深く考え
ている。

「まなび」p.8「こころのパレッ
ト」について考えてみましょう。

家族について考えましょう。

①日登美は買い物や保育園のお迎え
等を、どのような思いでやっていた
のでしょう。

②「お姉ちゃんなんだから」と言わ
れた時、日登美は何を思ったでしょ
う。

かんが
えよう

③ベルフラワーの花束の中に顔をう
ずめたときの日登美は、どのような
ことを思ったでしょう。

多面
的・多
角的

ベルフラワーをもらった日登美の、
心の葛藤や喜びの気持ちについて考
える話し合いを通して、家族の一員
としての在り方についての考えを広
げている。

みつめ
よう

④家族の一員として、家族みんなの
幸せのために、自分にできることに
ついて考えましょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や感じ方と照らして、家
族の一員としての役割を自覚し、家
族のために役立とうとすることにつ
いての考えを深め、積極的に行動し
ようとする意欲を高めている。

図書紹介をします。

74 29

78 9

82 35

手品師が男の子との約束
を守ろうとしたことにつ
いて考えることを通し
て、自分自身に誠実に生
きることを大切にする心
情を育てる。

C 家族愛、家
庭生活の充
実

父母、祖父母を
敬愛し、家族の
幸せを求めて、
進んで役に立つ
ことをするこ
と。

21 ベルフラワー 家族として 父の入院をきっかけに家
の手伝いをする日登美の
心の葛藤と喜びの気持ち
を捉えながら、家族の一
員としての自分の役割を
自覚し、積極的に役立と
うとする態度を養う。

A 正直、誠実 誠実に、明るい
心で生活するこ
と。

20 手品師 誠実に向き合う

C 規則の尊重 法やきまりの意
義を理解した上
で進んでそれら
を守り、自他の
権利を大切に
し、義務を果た
すこと。

19 夕焼けチャイム きまりの意味 父の顔を見ることができ
なかった勇紀の気持ちを
考えることを通して、社
会生活におけるきまりを
守る意義について考え、
きまりを守ろうとする態
度を養う。

10

10

11
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令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

この記号を知っていますか。

①人々は、どんな思いで石碑のデー
タベース作りを始めたのでしょう。

②住民はどんな思いで毎年石碑に墨
入れをしているのでしょう。

かんが
えよう

③災害の記憶を伝えようとする人々
の思いに対し、あなたはどのような
ことを考えましたか。

多面
的・多
角的

災害の記憶を伝えようとする人々の
思いについての話し合いを通して、
現在の自分の生活が、過去からの多
くの人々の支えや助け合いによって
成り立っているということについて
の考えを広げている。みつめ

よう
④過去からの人々や、現在の人々の
善意を感じた時、そのことに対し
て、これからどのように応えていき
たいと思いますか。

自己と
つなげ
る

過去の人々の思いや努力によって自
分たちの生活が守られているという
ことについて、自分の体験に照らし
ながら考えを深めている。

教師の説話を聞く。

地図帳を開いて、アラスカがどこ
にあるか確認しましょう。

①薬の小包を受け取った時、カッセ
ンは何を思ったでしょう。

②薬の小包を無くした時、カッセン
はどんな思いだったでしょう。

かんが
えよう

③見つかった薬の小包をそりに結び
付けている時、カッセンは、どのよ
うなことを考えていたでしょう。

多面
的・多
角的

困難な状況の中においても人々の命
を守り抜こうとするカッセンの思い
についての話し合いを通して、生命
がどれほど尊いものであるかについ
ての考えを広げている。

④カッセンが苦難を乗り越え、薬を
届けることができたのは、どんな気
持ちがあったからでしょう。

みつめ
よう

⑤生命のかけがえのなさについて、
人々のつながりや支え合いから考え
ましょう。

自己と
つなげ
る

生命のかけがえのなさについて、自
分の体験や考え方と照らし合わせて
考えを深めている。

「まなび」p.42相田みつをの作品
「自分の花」を読んで、思ったこ
とをノートなどに書いてみましょ
う。

「自由」という言葉を聞いたとき、
どんなことを思い浮かべますか。今
日は、「自由の意味」について考え
ましょう。

やって
みよう

①ジェラールとガリューの役になっ
て、それぞれが考える「自由」につ
いて話してみましょう。

かんが
えよう

②「自由」について、ジェラールの
考えはどう変わったでしょう。

多面
的・多
角的

ジェラールの「自由」に対する考え
の変化を話し合うことを通して、自
由と自分勝手を自律的に判断するこ
とについての考えを広げている。

みつめ
よう

③「自由」と「自分勝手」の違いに
気付いて行動するためには、何が必
要でしょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や価値観と照らして、自
律的に判断し、責任ある行動をとる
ことについての考えを深め、これか
らの自分の在り方に生かそうとして
いる。

「自分勝手」と「自由」の違いを自
分なりにまとめて、友達に伝えま
しょう。

86 21

89 43

95 7ガリューがジェラール王
子に伝えたかった自由の
意味について考えること
を通して、自律的判断を
伴う自由の大切さを理解
しようとする実践意欲と
態度を養う。

A 善悪の判
断、自律、
自由と責任

自由を大切に
し、自律的に判
断し、責任のあ
る行動をするこ
と。

24 うばわれた自由 自由の意味

災害の記憶をさまざまな
形で伝えようとする人々
の姿を通して、過去から
の多くの人々の支え合い
や助け合いで成り立って
いる現在の日々の生活の
中で、自分が生きている
ことに感謝する心情を育
てる。

D 生命の尊さ 生命が多くの生
命のつながりの
中にあるかけが
えのないもので
あることを理解
し、生命を尊重
すること。

23 氷原を走る犬ぞ
り

命を救い守るす
がた

多くの人の命を救うた
め、犬ぞりで薬を運ぶ
カッセンたちの姿を通し
て、人々の生命を守り抜
こうとする人間の姿の尊
さを感じ、生命を尊重し
ようとする心情を育て
る。

B 感謝 日々の生活が家
族や過去からの
多くの人々の支
え合いや助け合
いで成り立って
いることに感謝
し、それに応え
ること。

22 記憶をつなぐ 善意に気づく11

11

11
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令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

「見て見ぬ振りをする」ということ
はどういうことか考えていきましょ
う。

①図工の時間の時に「ぼく」はなぜ
「しらんぷり」したのでしょう。

②なぜぼくは、「ドンチャンはぼく
達に絶望した」と思ったのでしょ
う。

かんが
えよう

③「もうみんなは、ドンチャンのこ
とをわすれてしまったのだろう
か。」と思った時の「ぼく」の気持
ちについて考えましょう。

多面
的・多
角的

「ぼく」の葛藤や傍観者としての考
え方を捉えながら、「ぼく」の気持
ちの変容について話し合うことを通
して、いじめや偏見をなくすことに
ついての考えを広げている。

みつめ
よう

④これから自分にできることについ
て考えましょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や感じ方と照らして、差
別や偏見をなくし、いじめ問題にど
う向き合っていくかについての考え
を深め、これからの自分の在り方に
生かそうとしている。

教師の説話を聞く。

誰かにプレゼントをするとき、どの
ようなことを考えて準備しますか。
今日は思いやりの深さについて考え
ましょう。

①髪を切ろうとマダムの前に立った
デラはどのような気持ちだったで
しょうか。

やって
みよう

②プレゼントを見た時のデラはどの
ような気持ちになったでしょう。

かんが
えよう

③二つのプレゼントを前にして、ジ
ムとデラはそれぞれどのようなこと
を思ったでしょう。

多面
的・多
角的

贈り物に込められた互いへの思いや
りの心について、友達と話し合う活
動を通して、相手に対する思いやり
の在り方についての考えを広げてい
る。

みつめ
よう

④相手のことを思って、自分ができ
ることをするとき、人はどのような
心でいるでしょう。

自己と
つなげ
る

相手を思いやる心の在り方につい
て、自分の体験や価値観に照らし
て、自分自身の考えを深めている。

「まなび」p.18について考えましょ
う。

自分の「長所」と思うところはどん
なところですか。

①明らしい特長を浮き彫りにしよう
と思っているやす子は、どんな気持
ちなのでしょう。

②明の二つのエピソードを思い出し
たやす子は、どんなことを考えてい
るのでしょう。

かんが
えよう

③やす子は明の長所を作文に書くこ
とを通して、どのようなことを考え
たでしょう。

多面
的・多
角的

やす子が明の長所を作文に書きなが
ら考えたことについての話し合いを
通して、個性を伸ばすことのよさや
意義についての考えを広げている。

みつめ
よう

④自分の個性について、自分で気付
いたことや、周りの人に教えても
らったことをまとめましょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らし合わせ
て、自分の長所や個性について深く
考え、それを伸ばすことについての
意欲を高めている。

教師の説話を聞く。

100 31

104 19

108 13

相手の大切なものに対し
て、自分の大切なものを
差し出した二人の姿を通
して、相手に対する思い
やりの深さについて感じ
ることができる心情を育
てる。

A 個性の伸長 自分の特徴を
知って、短所を
改め長所を伸ば
すこと。

27 明の長所 個性を知る やす子が気付いた明の長
所について考えることを
通して、個性を伸ばすこ
との意義を知り、自分の
長所をいっそう向上させ
ていこうとする実践意欲
を養う。

B 親切、思い
やり

誰に対しても思
いやりの心をも
ち、相手の立場
に立って親切に
すること。

26 本物のプレゼン
ト

深い思いやり

C 公正、公
平、社会正
義

誰に対しても差
別をすることや
偏見をもつこと
なく、公正、公
平な態度で接
し、正義の実現
に努めること。

25 しらんぷり 正義の一歩 学校生活の中で起きてい
るいじめや偏見に対し、
「傍観者」の「ぼく」の
変容を通して、誰に対し
ても差別をすることや偏
見をもつことなく、公
正、公平な態度で接し、
偏見や差別をなくすため
に一人一人がいじめ問題
に向き合う心情を育て
る。

12

12

12
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令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

「人々に尽くす」とは、どのよう
なことだと思いますか。ノートな
どに書いてみましょう。

①病気でないことが分かり、病院で
看護婦として働く決心をした八重を
支えたものは何だったのでしょう。

かんが
えよう

②自分の苦労を語ることがなかった
八重の思いについて考えましょう。

多面
的・多
角的

自分の苦労を語らない八重の思いに
ついて話し合うことを通して、社会
に奉仕し、人の役に立とうとするこ
との意義についての考えを広げてい
る。

③墓碑に「一粒の麦」と刻まれた意
味について考えましょう。

みつめ
よう

④仕事につらさや苦しさを感じたと
き、どのように考えて、再度取り組
むとよいでしょうか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や価値観と照らして、働
くことや公共のために役立とうとす
ることの意義について深く考え、こ
れからの生き方に生かそうとしてい
る。

働くということについてどんな考
えをもちましたか。考えたことを
ノーツなどに書いてみましょう。

日本の宝を守る宮大工西岡常一さん
について紹介します。

①昭和の大修理の棟梁を任された西
岡さんはどのようなことを思ったで
しょう。

②飛鳥の工人の知恵と技に出合った
西岡さんはどのように思ったでしょ
う。

かんが
えよう

③西岡さんは、どのようなことを考
えながら昭和の大修理にのぞんだで
しょう。

多面
的・多
角的

西岡さんが修復に際して考えたこと
についての話し合いを通して、優れ
た知恵や技術を守り伝えていくこと
の意義や大切さについての考えを広
げている。

みつめ
よう

④すぐれた文化遺産を次の世に守り
伝えるために、わたしたちがなすべ
きことはどのようなことでしょう。

自己と
つなげ
る

伝統や文化を尊重することについ
て、自分の体験や考え方と照らし
て、それを守り伝えることの意義
や、自分がすべきことについての考
えを深めている。

伝統や文化についてどのようなこと
を考えましたか。「まなび」p.38を
見てみましょう。

この能面はどんな思いで、どんな表
情をしていますか。

①春満は、求め続けたこの世でいち
ばん美しく、優しい顔とはどんな顔
だと気付いたのでしょう。

②石王は、この世でいちばん恐ろし
い顔はどんな顔だと気付いたので
しょう。

かんが
えよう

③自分の求める面を完成させた春満
と石王はどのような思いでいたで
しょう。

多面
的・多
角的

自分が求める面を完成させた春満と
石王の思いについての話し合いを通
して、求めるものや自分の在り方に
ついての考えを広げている。

みつめ
よう

④今までに出合ったり、深く感じた
りした、美しいものや出来事に対す
る思いをまとめましょう。

自己と
つなげ
る

心の中にある人としての在り方を見
つめ、また感じることができる心に
ついて、自己の経験や感じ方と照ら
して、深く考えている。

「まなび」p.47のコラムを読んでみ
ましょう。

112 33

116 39

120 47自分の求める面を完成さ
せるまでに春満と石王が
辿った経緯を通して、心
の闇の向こうにある人と
しての在り方を見つめ、
感じることができる心を
育てる。

D 感動、畏敬
の念

美しいものや気
高いものに感動
する心や人間の
力を超えたもの
に対する畏敬の
念をもつこと。

30 不思議な顔 ありかたを見つ
める

井深八重の、生涯をかけ
て人々に尽くした姿を通
して、社会に奉仕するこ
との意義を考え、人の役
に立とうとする実践意欲
と態度を養う。

C 伝統と文化
の尊重、国
や郷土を愛
する態度

我が国や郷土の
伝統と文化を大
切にし、先人の
努力を知り、国
や郷土を愛する
心をもつこと。

29 ちんもくのメッ
セージ

日本のたからを
守る

先人の優れた知恵や技術
に対する西岡常一さんの
姿勢について考えること
を通して、我が国の優れ
た文化遺産に目を向け、
それを守り伝えようとす
る心情を育てる。

C 勤労、公共
の精神

働くことや社会
に奉仕すること
の充実感を味わ
うとともに、そ
の意義を理解
し、公共のため
に役に立つこと
をすること。

28 日本のナイチン
ゲール

人々につくす1

1

1
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令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

正岡子規の生き方から「力の限り努
力する」ことについて考えましょ
う。

①三津浜港で友達を見送る子規は、
どんなことを思っていたでしょう
か。

②三津浜港から一人旅立つ子規は、
どんなことを思っていたでしょう
か。

かんが
えよう

③正岡子規の生き方についてどのよ
うなことを考えましたか。

多面
的・多
角的

正岡子規の生き方についての話し合
いを通して、物事をやり抜くことの
大切さや夢や目標の達成に強い意志
をもってのぞむことについての考え
を広げている。

みつめ
よう

④「力の限り努力する」とは、どん
なふうに自分と向き合うことだと思
いますか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方と照らして、自
分と向き合って力の限り努力するこ
との意義についての考えを深め、自
分の今後の在り方に生かそうとして
いる。

教師の説話を聞く。

人の言うことが理解できない時、
許せないと思った時、どうしてい
ますか。ノートなどに書いてみま
しょう。

①カーテンのすき間からサムを見上
げるピエロはどんな気持ちだったで
しょう。

②通路でぐったりしているサムを見
たピエロはどう思ったでしょう。

かんが
えよう

③ピエロはなぜサムを許そうと思っ
たのでしょう。

多面
的・多
角的

ピエロがサムの言動を許し、受け入
れることについて友達と話し合い、
自他の違いを認め、広い心で相手を
受け入れることの大切さについて、
考えを広げようとしている。

みつめ
よう

④それぞれのもつ違いを生かしてよ
りよいものを生み出すために、これ
からどのようなことを大切にしよう
と思いますか。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考え方につなげて、互
いの違いを生かしながらよりよいも
のを生み出そうとすることの大切さ
についての考えを深め、これからの
生き方に生かそうとしている。

「まなび」p.26を読んで、考えた
ことを書き込んでみましょう。

６年生は、これまでどのような場面
で活躍していましたか。

①お別れ給食会の準備をし始めた四
人はどのような気持ちだったので
しょう。

②１回めの準備の後、さやかと裕子
が１・２年生に思っていたことは、
どんなことでしょう。

かんが
えよう

③徹と浩の言葉を聞き、顔を見合わ
せたさやかと裕子は、どのようなこ
とを考えたでしょう。

多面
的・多
角的

さやかと裕子が徹と浩の言葉を聞い
て考えたことについての話し合いを
通して、みんなの力を合わせて達成
することについての考えを広げてい
る。

みつめ
よう

④よりよい集団生活を送るうえで大
切なことは何か考えてみましょう。

自己と
つなげ
る

自分の体験や考えと照らし合わせ、
集団における自分の役割を自覚し、
責任を果たすことのよさについての
考えを深め、これからの生活に生か
そうとしている。

高学年の立場になって、今思うこと
を友達と話し合う。

124 15

128 27

133 37

サムの言動を許し受け入
れるピエロの気持ちの変
容を考えることを通し
て、自他の違いを認め、
広い心で相手を受け入れ
る態度を養う。

C よりよい学
校生活、集
団生活の充
実

先生や学校の
人々を敬愛し、
みんなで協力し
合ってよりよい
学級や学校をつ
くるとともに、
様々な集団の中
での自分の役割
を自覚して集団
生活の充実に努
めること。

33 みんなで「あり
がとう　六年
生！」

力を合わせて お別れ給食会までのさや
かと裕子の気持ちに共感
し、個人の力を合わせて
達成することのよさにつ
いて考えることを通し
て、集団における自分の
役割を自覚し、責任を果
たそうとする態度を育て
る。

B 相互理解、
寛容

自分の考えや意
見を相手に伝え
るとともに、謙
虚な心をもち、
広い心で自分と
異なる意見や立
場を尊重するこ
と。

32 ブランコ乗りと
ピエロ

広い心で受け入
れる

A 希望と勇
気、努力と
強い意志

より高い目標を
立て、希望と勇
気をもち、困難
があってもくじ
けずに努力して
物事をやり抜く
こと。

31 一朶の雲 力の限り努力す
る

病床にあっても句作を続
ける子規の姿を通して、
物事をやり抜くことの大
切さを理解し、夢や目標
の達成を目指して強い意
志でのぞもうとする態度
を養う。

2

2

2
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令和2年版　かがやけ みらい　小学校道徳　5年生　年間指導計画

月 視点 内容項目 内容 教材
№

教材名 主題名 ねらい きづき
頁

まなび
頁

発問・学習活動 評価

「たったひとつのたからもの」と
は、何のことだと思いますか。

①大きな産声を上げて秋雪君が生ま
れた時、秋雪君のお母さんはどんな
気持ちだったでしょう。

②秋雪君の病気のことを知らされた
お母さんは、どんなことを思ったで
しょう。

③秋雪君とお父さんの写真を撮った
時、秋雪君のお母さんはどんなこと
を思ったでしょう。

かんが
えよう

④秋雪君との６年間の生活を振り返
り、秋雪君のお母さんは、どのよう
なことを思ったでしょう。

多面
的・多
角的

精一杯生きた秋雪君の６年間をお母
さんの視点から話し合うことを通し
て、命を大切にすることについて、
考えを広げている。

みつめ
よう

⑤自分の命が今あること、今を生き
ていることをどのように感じていま
すか。

自己と
つなげ
る

かけがえのない命を大切にして力強
く生きることについて、自分の体験
や考え方と照らして考えを深めてい
る。

教師の説話を聞く。

奥村土牛の作品を見てみましょう。

①土牛はどんなものを描きたいと
思っていたのでしょう。

②「平成の富士」の制作に取りか
かっている土牛はどんな思いで描い
ていたのでしょう。

かんが
えよう

③土牛が、作品と向き合っている時
の思いについて考えましょう。

多面
的・多
角的

「平成の富士」に向き合っている土
牛の姿と思いについての話し合いを
通して、美しさをひたすらに追い求
めることの意義についての考えを広
げている。

みつめ
よう

④人間の強さや志の高さを感じた
時、これからの生き方にどのように
生かしたいと思いますか。

自己と
つなげ
る

目指す生き方を全うしようとする人
間の強さや気高さについて、自分の
体験や考え方と照らして、その姿に
対する考えを深めている。

「百一才の富士」の絵をもう一度見
てみましょう。

137 43

142 49

秋雪君と過ごした６年間
を振り返り、生きること
について考えるお母さん
の気持ちを考えることを
通して、自分の命を大切
にして力強く生きようと
する心情を育てる。

D よりよく生
きる喜び

よりよく生きよ
うとする人間の
強さや気高さを
理解し、人間と
して生きる喜び
を感じること。

35 百一才の富士 美しさをさがし
続ける

奥村土牛の、美しさをひ
たすら追い求める姿か
ら、人間のもつ強さや気
高さを理解し、目指す生
き方につなげようとする
心情を育てる。

D 生命の尊さ 生命が多くの生
命のつながりの
中にあるかけが
えのないもので
あることを理解
し、生命を尊重
すること。

34 たったひとつの
たからもの

今を大切に生き
る
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